
「第 2次 いきいき西区ささえあいプラン」コミ協別計画の取り組み状況について

※ 各資料の右下に以下の番号を記載しています。

① 内野・五十嵐まちづくり協議会 

 ② 西内野コミュニティ協議会 

 ③ コミュニティ中野小屋 

 ④ コミュニティ佐潟 

 ⑤ 坂井輪中学校区まちづくり協議会 

 ⑥ 坂井輪小・小新中学校区まちづくり協議会 

 ⑦ 東青山小学校区コミュニティ協議会 

 ⑧ 五十嵐小学校区コミュニティ協議会 

⑨ 真砂小学校区コミュニティ協議会 

⑩ 青山小学校区コミュニティ協議会 

⑪ 小針小学校区コミュニティ協議会 

⑫ 黒埼南ふれあい協議会 

⑬ 大野校区ふれあい協議会 

⑭ 立仏校区ふれあい協議会 

⑮ 山田校区ふれあい協議会 

資料２



コミ協名：内野・五十嵐まちづくり協議会

＜基本目標１＞　私たちが支えあい，助けあう地域づくり 平成　29年　6　月　24　日作成

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H28） 成果・課題等

地域ふれあい事業の回数増加

内野地区集会施設で，ミニコンサートな
どイベントを開催

内野盆踊り大会や内野DEアートなど地
域行事を拡充

＜基本目標２＞　安心・安全に暮らせる地域づくり

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H28） 成果・課題等

あいさつ運動や公園の清掃活動に積極的
に参加

★パトロール用ベストを用意して小学校児童の交通安全
指導の実施(4月～))　★内野地区防災訓練の実施
(10/23)

防犯パトロール強化月間を設定
★各自自会で夜間防犯パトロール実施(6月～9月)・火
の用心パトロール実施(7月～8月)

＜基本目標３＞　健やかでいきいきと暮らせる地域づくり

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H28） 成果・課題等
コミ協や自治会・町内会でまちに花を植
える取り組みを推進。参加自治会・町内
会の増加

定期的な町内清掃活動の実施
★内野中の生徒と海岸一斉清掃の実施　(7/18)
★内野一斉クリーンデーの実施 (7/24)

ごみの出し方の周知徹底について，自治
会・町内会で繰り返し実施

★クリーン新潟推進委員研修会への参加

新川，広通川の美化活動を地域みんなで
実施

★西川の土手歩道の草刈り(年2回)・・隣接の自治会

＜基本目標４＞　みんなで暮らしを支える情報の共有とネットワークづくり

行動目標 具体的な取り組み 成果・課題等

自治会・町内会，民生委員・児童委員，
大学などの情報共有促進

地域の情報は回覧板などを利用して積極
的に住民に周知

自治会・町内会や老人クラブなどにおい
て，ボランティアの募集・育成の取り組
み強化

中・高・大学生を地域のボランティアと
して積極的に活用

障がいがある人にも積極的に地域活動に
参加してもらうことで，地域との接点を
増加

【スケジュール】　①3月中旬：コミ協宛て作成依頼 ②3月中旬～6月：コミ協ごとに取り組みの振り返り・作成 ③6月末：区役所へ提出 ④7月中・下旬：推進委員会で報告

「第２次 いきいき西区ささえあいプラン」コミ協別計画の取り組み状況について

○自治会館などを開放し，世話役を配置
して多種多様な催しを実施
○内野駅前に，子どもから高齢者まで気
軽に集える地域の拠点（居場所）を開設
○地域住民の交流促進
○地域全体で子どもたちの健全育成を推
進

○地域住民が日ごろから自治会役員や民
生委員・児童委員と連絡が取れる関係を
構築
○防犯パトロールの充実
○地域の安心・安全のため，セーフティ
スタッフの増員や防犯灯の増設

○各種事業への参加者が増えるよう，地
域住民への積極的な働きかけを実施

○自治会・町内会の仕事はひとりに負わ
せず，地域みんなで協力

★地域の茶の間の実施(各自治会)
★内野DE月見酒を実施(11/27)
★自らすすめる健康づくり教室を開催(2/15)
★ジオラマ展示会を実施(11/19・20　 3/25・26)
★内野盆踊り大会実施(7/30)
★内野まつりカラオケ大会(9/18)
★内野まつり(9/16・17・18)
★餅つき大会(各自治会で実施 12月)

★各自治会で週一・月一等の格差があるので今後も回数
増加に努めていきたい。
★内野まちづくりセンターがオープンしたのでいろいろ
な　活動が気安くできるようになった。
★盆踊りの普及と地域のコミュニケーションを図った。

 ★各自治会とも積極的に取り組んでいるので今後も継
続実施していきたい。

★ポスターを作成して周知
★今後も継続実施して参加数の増加に努める。

★町内の防災訓練へ大学生参加
★まだまだ委員や有志だけの活動が多いので今後の取組
が重要
★何かの時は気安く手を挙げて皆で活動できる地域に取
り組みたい
★最近は高齢化が進んで町内の班長等もできない人が増
えてきている班が多くなってきている

★内野まち協だよりの発行(年4回)
★定例会の実施(1回/月)で情報共有を図った。
★月2回の回覧板での情報共有
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コミ協名：坂井輪小・小新中学校区まちづくり協議会

＜基本目標１＞　私たちが支えあい，助けあう地域づくり 平成　29 年　6　月２９ 日作成

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H２８） 成果・課題等

空き家や空き部屋を複数の自治会で借り
上げ、自治会館とする取り組みを強化

昨年11月にまちづくりセンターを開所した。4自治会共同の自治会館「あ
けぼの会館」、他に会館を共同運用する自治会、借り上げ会館なども増
加。各種会議、サークル活動も活発化、老朽化したにそなえ積み立ても継
続開始している自治会もある。

様々な形の会館増加、会議、サークルなど頻繁に開きやすくなり活動が活
発になっている。特に育成部の集まりがしやすく、イベントも多く開催さ
れ交流も深まっている。共同会館の場合遠い自治会もあり高齢者は参加し
づらい。

友愛訪問を実施する自治会を増したい
民生委員と自治会の協働推進

当協議会では15の自治会で友愛訪問を実施している。まちづくり
協議会でもＰＲしているが、民生委員の取り組みが多い。
自治会・ボランティアだけで取り組んでいる自治会もある。

高齢者の見守りが大きな目的、ボランティアを多く募り活動を充実
したい。今後民生委員と話し合い、お互い協力して訪問先を増加し
たい

「第２次 いきいき西区ささえあいプラン」コミ協別計画の取り組み状況について

○みんなが集まれる集会所の開設

○地域での見守り体制を強化

＜基本目標２＞　安心・安全に暮らせる地域づくり

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H28） 成果・課題等

町内パトロールを定期的に実施

なかなか難しいが、青ﾊﾟﾄの活動を勧める予定である。
子ども会スタッフで春と秋に朝の通学時間見守り
環境調査など実施
月1回夜間パトロール実施

地域で実行しているパトロールの実態など、情報交換する機会を増
やし安心安全な地域に繋がるよう取り組んで行きたい。
空き巣の件数が減少。

防犯灯のLED化
100㌫完了した自治会も多いが更に進むと思う

町内が明るくなり好評、電気料金も軽減されエコにも貢献し
ていると思う。

夜回り活動の実施
すでに8年間、5月～12月第2金曜日にメガホン、打子木を
使い「戸締まり用心・火の用心」を発声しながら巡回してい
る自治会もある。

防犯上、パトロールの強化を継続して広めていきたい。

子ども110番のメンテナンス 子ども達に認知されていない 再度見直しの必要あり 警察、交番と更に検討をお願いしたい。

○明るい町内づくり

○下校時間帯の子どもの見守り活動を強
化

子ども110番のメンテナンス 子ども達に認知されていない、再度見直しの必要あり。 警察、交番と更に検討をお願いしたい。

犬の散歩や花の水やりなど，普段の生活
リズムの中で見守りを実施

犬のワンﾊﾟﾄなど減少したが、普段の生活の中での見回りは
継続中。
下校時間帯に合わせ、町内のゴミ拾いも兼ねて実施。

ｾﾌﾃｲスタッフが強化され安全につながっている。
登下校の挨拶も増加する中、老人などの挨拶が少ない。
広報などで呼びかけ、更に見守りの活動を強化したい。

＜基本目標３＞　健やかでいきいきと暮らせる地域づくり

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H28） 成果・課題等

老若男女問わずあいさつをする環境づく
り

まちづくりセンター、共同自治会館、自治会館など集会所が
増え、地域の茶の間を充実、子育てサークルなども増加して
いる

町内の方々との交流が増え、更に楽しい行事の増加に繋がっ
ている。

地域の茶の間を開催する自治会の増加
お茶の間を開催している会館との情報交

まちづくりセンター、共同自治会館、各自治会館でも毎月元気塾、
健康体操、地域の茶の間、合唱サークルなど地域の方々の交流が増
えている

医師、薬剤師、栄養士、運動推進委員、包括支援センターなどから
健康への啓蒙が多くなりこれからの高齢者に役立つ。さらに高齢者
の把握 交流を深めるため名簿を作成したいが難しい 警察 消防

○あいさつしやすい地域づくり

○高齢者の健康増進とコミュニケーショ
ンづくりを推進 お茶の間を開催している会館との情報交

換を大切にする
えている。 の把握、交流を深めるため名簿を作成したいが難しい。警察、消防

との連携による防犯、防災の啓蒙活動の強化

＜基本目標４＞　みんなで暮らしを支える情報の共有とネットワークづくり

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H28） 成果・課題等

広報紙を年2回発行して活動の周知を向
上させる

目標通り今年度は2回発行した。
2回の発行で地域の方々に事業の理解を深めてもらう機会が
増えた。
前期・後期に分け内容が解りやすくなり充実した。

自治会長会議の充実を図る
部会長会議を増やしきめ細かな意見交換
をして会を充実して運営の向上を図る

当まちづくり協議会が新体制になり自治会長会議、役員会を増やし
た。活動も活発になると打ち合わせも多くなりセンターの活用が広
がった。もっと多くの方にセンターへ足を運んでもらえるよう考え
て生きたい。

学・社・民の方針に近づきつつある。更に体制を整え強化を図りたい。自治会長か
らの意見も多く聞き、今まで出来なかった事を認識して地域の連携をはかりたい。
地域教育コーディネーターと同等のまちづくりのコーディネーターを新設し、学
校、地域の連携がうまく回るようにしたい。

【スケジュール】　①4月下旬：コミ協宛て作成依頼 ②4月下旬～6月：コミ協ごとに取り組みの振り返り・作成 ③6月末：区役所へ提出 ④7月中・下旬：推進委員会で報告

○まちづくり協議会の事業を広報

○まちづくり協議会の活性化
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「第２次　いきいき西区ささえあいプラン」ｺﾐ協別取り組み状況について №　1

コミ協名：五十嵐小学校区コミュニティ協議会

＜基本目標１＞　私たちが支えあい、助け合う地域づくり 平成　29　年　６月　２８　日　

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況　　（H２８） 成果・課題等

地域の茶の間を増設

・各自治会ごとに１か所づつ設置できるよう推進した。
・空き家を集会所、(茶の間の会場)として借入たく、家主と交渉した。
・民生委員宅を月２回、「地域の茶の間」として開放して良いとの
　話があり開催準備に取り組んだ。
・茶の間について周知を図り参加者を募集した。
・茶の間の一環としてに麻雀、将棋、碁等の娯楽部を作る準備をした。
・老人クラブと連携し、茶の間活動が活発化するよう取り組んだ。

・空き家を集会場として借り入れできた。会場が近くなったため参加者が増えた。
・自治会行事として定着。月１回～2回の開催、参加者は１５名～３０名である。
・週１回、開催している地区もある。
・参加者が:減っている地区や増えている地区があり自治会により差がある。
・参加者が固定化している。男性の参加が少ない、活動内容を検討し募集する。
・民生委員宅を月2回、借り入れ、「地域の茶の間」を開催した。
・茶の間で「苔玉づくり教室」を開催し、高齢者の交流を図った。
・年２回、茶の間を利用し「健康測定会」を実施した。(住民の健康づくり)
・4人で始めた健康麻雀教室は参加者が増大、自治会以外の参加もあり、
　大勢で親睦を深めた。

空き家の有効活用
・集会場の確保のため家主と交渉中。
・集会場にするための準備を進めた。

・空き家を借りることができた町内もあるが、なかなか難しい町内もある。
・借家の管理、集会場の使い方を検討し、「茶の間」として活用した。

五十嵐フレンドスクール、ひまわりクラブ、
ふうせんクラブ、五十嵐スポーツ振興会
など各種団体と地域が協力して実施

・新潟シティマラソン大会にボランティアとして参加した。 ・ボランティアの支援と熱心な応援は多くのランナー達を元気づけたと思う。
・「ボランティアの応援する声に励まされ完走できた」と海岸線コースを走った選手
　の声が届いたと大会本部から一報が入った時は協力して良かったと思った。
・来年はコースが変更、ボランティアが不要とのこと、他の団体行事に協力したい。

地域の祭りやサークル活動の実施

・町内育成部と協力し各種のイベントを開催した。
・地域の公園やコミュニティーハウスを利用し公園祭りや豆まきを行い
　三世代交流事業を実施した。
・コミハウスを利用し民謡踊り、カラオケ等のサークル活動を行った。
・バーベキュー、餅つき、いも煮会を行い三世代交流を図った。
・餅つき大会や敬老会を地域の福祉施設と一緒に開催した。
･東五十嵐夏祭りでは子ども樽きぬたの御輿で町内を巡回した。
・毎年、自前で恒例の夏祭りを開催、400名の参加があつた。

・交流事業終了後、子どもに限らず住民が互いに声を掛け合う様になった。

・サークル活動は健康維持と交流の場として長く続いている。
・バーベキュー、餅つき大会は大勢の参加があり世代間交流
　の成果が大であった。

・自前の祭りは準備等、苦しいこともあるが楽しみも大きかった。

坂井輪まつりへの協力
・駐車場の管理に協力した。
・交通安全協会西支部の要請に協力している。
・自治会の「テント」や「控え室として集会場」を提供した。

・今後も継続し協力していきたい。

＜基本目標２＞　安心・安全暮らせる地域づくり

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H２8） 成果・課題等

あいさつ運動、声かけ運動の実施

・入学時や交通安全週間(街頭指導)に合わせ、通勤、通学者に
　声掛けを実施した。
・近所の方々(向こう三軒両隣)への「声掛け運動」を呼びかけた。
・小学校の仲良し子供会で交通安全や挨拶運動についてを指導した。
・警察官同行で夜間防犯パトロールを実施した。
・下校時、児童の見守りを実施した。
・「あいさつ」は当然の礼儀として常に実施している。

・通学路の凍結が一番心配である。
・子どもの方から挨拶されることがあり嬉しかった。

・運動期間中に限らず常日頃、誰もが気軽に声かけが出来る
　「安心安全な街づくり」を目指したい。

気づき運動（近所の様子への気配り）
　の実施

・高齢者、一人暮らし、障がい者等の世帯を定期的に訪問した。
　(時には、民生委員が同行するケースもある。)
・班ごとに福祉支援員を配置し、見守り、気づき運動を実施している。
・訪問はしないが気になるケースは近隣で気配りし見守っている。
・情報交換会を年４回開催し見守り活動に役立てている。
・ゴミ出し支援を実施している。

・月１回の安否確認を実施した。　・近隣の見守り、気づき活動が定着してきた。
・60歳代の一人暮らし男性2人が孤独死した。2人とも近所付き合いのない方
　で近所からの連絡が遅れた。
・安否確認や見守り活動を検討する必要がある。どこまでやれるか不安である。
・「ゴミ出し支援や友愛訪問活動」等について周知を図り実態の把握と
　希望者を把握し活動に結びつける。

セーフティスタッフ活動（登下校時の見守
　り等）の活発化

・セーフティスタッフへ活動の継続を依頼した。
・春、秋の交通安全運動で立哨し、児童へ声掛けを実施した。
・毎朝、4人のセーフティスタッフが小学校入口交差点で児童の
　交通指導と見守り活動を実施しいる。

・子ども達が遠くから声を掛けてくれる様になった。
・環境衛生部員が立哨に対応したが部員の高齢化がネックとなつている。
・小学校、PTA、地域住民から感謝の言葉が寄せられた。

地域の安全マップの活用、情報共有
・自治会の住宅地図を作り各世帯へ配布し、情報の共有を図った。 ・転出、転入等の見直しができ良かった。

防災訓練への積極的な参加

・防災訓練は毎年１回実施。(福祉施設と合同開催の地区もある。)
・要支援者へ避難訓練への積極的参加を呼び掛けた。

・近隣自治会との合同防災訓練へ参加した。
・コミ協主催の防災訓練に参加し参考になった。
・災害時、要援護者の支援が円滑に行えるように役員と組長が
　対象者の確認をした。

・防災意識の高揚に役立てた。
・訓練内容を検討し今後も継続して実施する。
・防災訓練の参加者の増加に努める。
・参加者が85人、防災への意識付けができた。
・町内回覧し参加を呼び掛けたが申し込みが少なく関心の無さが問題である。
・要援護世帯から災害時の対応に「安心できる」と感謝された。

〇地域における居場所づくり
・集会所、寺尾中央公園（休憩
所）、
コミュニティハウス、寺尾荘の
活用など

〇近隣（向こう三軒両隣）にお
ける助け合いの関係づくり
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「第２次　いきいき西区ささえあいプラン」ｺﾐ協別取り組み状況について №　2
＜基本目標３＞　健やかでいきいきと暮らせる地域づくり

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H２8） 成果・課題等

朝のラジオ体操、健康体操の実施

・中央公園を毎朝、ラジオ体操や健康体操に利用している。
　　又、公園内は散歩やウオーキング等で大勢の方が利用している。
・ハマナス公園の草取りを月２回実施し、「住民の憩いの場」とし、
　夏休みはラジオ体操会場にした。
・自治会全員(子どもを含む)で公園の草木の消毒、除草を行い
　環境整備に努力した。
・清心ふれあい公園、寺尾西公園及び「なんじゃ村」や第四銀行の
　駐車場、新潟工業短期大学の校庭を借りラジオ体操を実施した。
・健康維持のため西総合スポーツセンターやコミニティハウスを
　積極的に利用する人もいた。
・自ら進める健康づくり教室を開催し「住民の健康づくり」
　に取り組んだ。

・夏休みラジオ体操は老・若・幼が集まり賑やかで世代交流の場となつた。
・健康志向が高まっているのか年々、参加者が多くなってきている。
・憩いの場の確保や公園愛護の観点からも草取りは毎月、続けて実施する。
・小学校育成部員のおかげでスムーズにラジオ体操が実施できた。
　ＰＴＡ育成部員だけでなく、自治会も協力する必要があると思う。
・ラジオ体操は子どもだけでなく大人も積極的に参加するよう呼びかけたい。
・自治会員全員での除草、清掃活動は町内の交流の場となり大変良かった。
　今後も継続して実施していきたい。
・公園内を常日頃、綺麗に清掃しているせいか、親も安全な場所だとして
　安心して子供を遊ばせている。
・食事や体操に対する意識を再認識してもらえた。

利用に当たってのルールづくり、環境整備
（ボール遊びや自転車乗車など、禁止され
ている使用方法を可能とする時間帯を設
定）

・広範囲の市民が利用する場所であるため検討中。
・公園の花いっぱい活動に協力した。

・中央公園は多くの人が訪れ利用するので、危険個所や壊れている遊具
　がないか注意し見守った。

＜基本目標４＞　みんなで暮らしを支える情報交友とネットワークづくり

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H２8） 成果・課題等

定期的な連絡会議の開催

・ｺﾐ協の役員会を月1回、理事会(自治会長)を隔月1回開催した。
・総会を民生委員、保護司、商工振興会、各福祉団体等の参加
　を得て開催した。

・自治会運営の円滑化に役立った。

自治会単位（班、組などの小グループ）
での話し合いの実施

・自治会の役員会は毎月、班長との合同会議は隔月に開催。
・自治会の役員会に民生委員の出席を依頼し情報を共有した。
・自治会長が民生委員や防災会の役員を兼務しており、
　情報の共有が図られた。
・班内会議を年、4回開催し情報交換をしている。
・班ごとに福祉支援員を一人設け、班内の見守り、気づき運動を
　実施し、年４回、情報交換を行い活動の活発化を図った。
・重要案件があるときのみ班内会議を開催した。

・自治・町内会運営に役立った。
・近隣の見守り活動が定着してきている。
・個人情報の扱い方は難しいが自治会活動に生かせる面もある。
・班内会議の開催は、班ごとに温度差あり開催が難しい班がある。
・民生委員、ＰＴＡ育成部の連携が必要である、自治会会議へ出席を依頼した。
・自治会活動は班の活動が基本であり、相互の理解を深めるためにも、
　班会議を活発に行う必要がある。
・班長の負担になるため班内会議の開催が出来ない。

地域の広報誌発行

・町内だよりを年3回～6回発行し情報提供をしている。
・町内だより、防災だよりを定期的に発行している。
・総会、役員会の決定事項を文書で回覧している。

・町内の状況(動き)が把握でき、隣り近所が声を掛けやすくなった。
・町内だよりを発行していない町内もある。

地域住民の知識、技術の活用

・お茶の間の一環としてパソコン教室を毎月４回開催している。
・自分の持っている技能を登録して頂く「マイスター運動」
　を呼びかけた。
・防災に長けている方から、老人クラブの会で防災についての
　注意事項等を聞き防災に役立てた。

・自治会行事のポスターを作り地域掲示板に貼り、広報に役立てた。
・期待したような展開にはならなかった。呼びかけの方法を工夫し引き続き
　登録してもらえるよう呼びかける必要がある。

地域活動の担い手の発掘

・諸行事を行うことによって色々な特技を持っている方を発掘
　することができ、自治会行事の充実が計られた。
・「新青年部」を結成し担い手の発掘につとめた。
・役員選考委員会を設け、後退役員の選出をしている。
・役員を輪番制にし自治会活動への理解を深めた。

・老人会や育成部と連携をとりあい、活発な自治会活動を行いたいと思う。

・新青年部の協力のおかげで町内行事がスムーズに実施できた。
・役員選考に苦慮しており、選出方法の見直しが必要。
・後継者の発掘と育成につなげたい。

・茶の間の開催は、２１自治会の内９自治会が開催している。

・茶の間を開催したいが集会場がない、コミュニティハウスは遠すぎ不便である。空き家に限らず開催場所を早く見つけたい。

〇寺尾中央公園をはじめ、
　公共移設の有効活用

〇自治会・民生委員・児童
　委員・学校・行政・社協
　などとの連携強化
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コミ協名：小針小学校区コミュニティ協議会

＜基本目標１＞　私たちが支えあい，助けあう地域づくり 平成29年6月30日作成

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H28） 成果・課題等

○声かけや見守りの強化 隣近所と日頃のお付き合い 自治会による隣近所の絆の必要性を推進中 隣近所の「絆」構築はまだまだ未熟である。

○困った時に「助けて」と言える地域づ
くり

友愛訪問の立ち上げと実践を推進 友愛訪問未整備自治会に対して立ち上げを要請中
一部自治会で取り組みの検討と実践中。今後も実践を要
望

○多世代交流の活性化 多世代が交流できる行事の開催 自治会、小針地区合同行事への地域住民の参加は増加中
少子高齢化を迎えた地域の団結と活性化が芽生えてき
た。

○地域の問題や困りごと相談
アンケート，意見交換会の開催（自治会
単位）

自治会長会、部会の開催などによる地域課題の解決を
図った

自治会長会など構成団体との意見交換会の強化を図る

交流のための集会所確保 借り上げ集会所などによる「茶の間」の推進中 一部自治会で借り上げ集会所を整備し「茶の間」に活用

老人クラブの加入促進 高齢化による加入の減少と、身近な「茶の間」に移籍中 「茶の間」推進整備による自治会の体制変更

＜基本目標２＞　安心・安全に暮らせる地域づくり

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H28） 成果・課題等

○空き家や空き地の対策 空き家・空き地マップ作り 一部自治会で作成済みであるが、取組みに関心が薄い 地域全体として取り組む必要がある。

○路上駐車の防止や交通安全の取り組み 危険道路等の指導 登下校時の交通安全指導と見守り活動を実践中 セフティースタッフの活動による交通安全指導

○地域防災力の強化 避難場所の周知と防災訓練の参加促進
新潟地震避難訓練、地域合同防災訓練、防災講座などの
開催

防災訓練、防災講座の開催による地域防災力が強化され
てる

ゴミ置き場の定期的な実態調査と指導
西区一斉クリーンデー、ごみ問題研修会開催等により改
善

ごみ問題の課題解決に向け行政、地域純民の協力が不可
欠である

高齢者向けゴミ分別カレンダーを作成
（行政へ提案）

要望中 引き続き担当部署に要望する

○子ども達の遊び場の増設（屋内外施
設）

公園の整備・充実を推進 要望中 引き続き施設管理者に要望する

＜基本目標３＞　健やかでいきいきと暮らせる地域づくり

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H28） 成果・課題等
○みんながあいさつをする地域づくりの
推進

積極的な声かけ・あいさつ運動は，子ど
も達と小・中学校と連携で実施

小針小中学校の児童生徒による率先実践中である。 率先実践中であり今後も継続し励行してほしい。

○お互いの得意なことを出し合い，交流
し，仲間づくりができる場の開設

机，椅子があればできる施設（公民館，
公園等）

関係公民館と協議したが先送りした 施設管理者等を交え検討する

＜基本目標４＞　みんなで暮らしを支える情報の共有とネットワークづくり

行動目標 具体的な取り組み 取り組み状況（H28） 成果・課題等

自治会に福祉部や友愛訪問制度を確立 大半の自治会で整備されている
一部自治会は役員が1年交代のため未確立地域が見られ
る

適度なおせっかい
人間関係の構築が条件に一つであるので取り組みが進ま
ない

人間関係の構築が難しいため今後の課題である

○地域のリーダーの人材育成 人材育成講座の開催 自治会長研修会等で人材育成に努めている 人材育成講座などの開催により強化を図る

○災害時等に備えた情報の共有
避難所，避難経路の情報提供と連絡網づ
くり

避難場所、避難経路はハザードマップを全戸配布で周知 ハザードマップの配布と防災訓練等で周知されている

○地域の結びつきを強化（絆づくり） イベント参加の呼びかけ
小針納涼大会、コミ協主催による各種行事を開催し参加
要望

コミ協、構成団体の主催する行事は一定の効果を上げて
いる

【スケジュール】　①3月中旬：コミ協宛て作成依頼 ②3月中旬～6月：コミ協ごとに取り組みの振り返り・作成 ③6月末：区役所へ提出 ④7月中・下旬：推進委員会で報告

「第２次 いきいき西区ささえあいプラン」コミ協別計画の取り組み状況について

○高齢者の交流の場を増やす

○ゴミ出しマナー違反の減少と対策

○自治会，民生委員・児童委員，友愛訪
問員，社協，包括支援センターと情報共
有できるネットワークづくり
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